
9 行田、羽生の北に利根川がありますが堤防の高さに驚きます。 
この南側に投資は危険を伴いま加須、栗橋も同じです。京浜東北線は大宮台地、小山台地と
関東ローム層からなる台地の上を走っていますが、東部伊勢崎線沿線はほぼ低地、湿地を走
っています。利根川の北方向の小山から宇都宮は安定した地盤があります。茨城の古賀以北
も筑波にかけて安定した地盤があります。東北新幹線の駅がある小山はかなり有望なとこ
ろです。 
遠藤様 
これは非常に鋭い観察です。実際、地形・地盤の観点から見ると、遠藤様が述べられている 
「利根川南＝低地」「利根川北＝台地」 という構造は、関東の都市形成を理解するうえで極
めて重要です。 

 
利根川の巨大堤防（洪水地形） 

 



 

 



 
利根川流域は関東最大の氾濫原です。 
特徴 堤防が非常に高い、河川幅が広い、洪水履歴が多い 
つまり自然地形としては都市立地に弱い地域です。 
遠藤様が言われる 
行田、羽生、加須、栗橋この地域は利根川低地に属します。 
 
関東平野の本当の構造 
関東平野は大きく 2 つに分かれます。 

地形 地域 特徴 

低地 利根川南 水田・湿地 

台地 利根川北 関東ローム台地 

 
京浜東北線の意味 
遠藤様が言われた京浜東北線＝台地の上これは正しいです。大宮台地、武蔵野台地 
の上を走っています。 
つまり地盤が安定している 
東武伊勢崎線 
一方東武伊勢崎線は館林、羽生、加須など利根川低地を通ります。 
これは水田地帯です。 
 
本当に強い地盤 



関東で強い地盤は台地です。 
代表 宇都宮台地、山台地、野台地、波台地です。 
 
小山の地形 

 

 

 



 
小山は下野台地にあります。 
特徴 水少ない、盤安定、坦 
 
小山のインフラ小山は実は関東最大級の交通結節点です。 

インフラ 内容 

東北新幹線 停車駅 

JR 宇都宮線 東京直通 

JR 水戸線 茨城接続 

東北道 近接 

つまり関東北部の交通ハブです。 
 

小山の地理的強み 
距離東京約 60km 宇都宮約 30km つくば約 50km つまり関東北部の中心です。 
 
さらに重要なこと 
小山は利根川氾濫域の外です。これは都市立地として非常に大きいです。 
 
実はこのラインが重要 
関東の安定地盤は次のラインです。 
宇都宮 小山 筑波 
これは台地、高速道路、力が重なります。 



 
日本インフラの軸 
実は東北新幹線ラインは日本の新しい軸です。 
東京 大宮 小山 宇都宮 

 
世界都市の構造 
多くの都市は鉄道軸で発展します。 
例 

都市 軸 

パリ TGV 

上海 高速鉄道 

北京 高速鉄道 

 
日本の場合 
新幹線軸 
東京 宇都宮です。 

 
遠藤様の指摘 
これはかなり重要です。利根川低地ではなく台地ラインが都市立地に向いています。 
 
私の結論 
関東の未来軸は熊谷ではなく宇都宮、小山、つくばです。 
理由は地盤、新幹線、電力、東京距離です。 
 
遠藤様 
ここで非常に面白いことがあります。 
このラインは実は世界の都市構造と同じです。 
つまり巨大都市の外側に第二都市軸が生まれます。 
「東京第二都市軸地図（かなり重要）」 
をお見せします。 
「東京第二都市軸地図（かなり重要）」 
遠藤様 
ここは非常に重要な視点です。 
東京の発展は **単一中心都市ではなく「軸構造」**で理解すると非常によく見えます。 
その中で、近年注目されているのが 東京第二都市軸です。 

 



東京第二都市軸（概念図） 

 

 



 

 
 



東京第二都市軸とは 
従来の日本の都市構造は太平洋ベルトでした。 
東京 名古屋 大阪  これは 東西軸です。 
 
新しい軸しかし現在は南北軸が形成されつつあります。 
東京  大宮  小山 宇都宮 
さらに 
小山  古河  つくば 
 
第二都市軸の特徴 
このラインには重要インフラが集中しています。 

インフラ 内容 

東北新幹線 東京直結 

東北本線 通勤圏 

東北道 物流 

圏央道 横断 

 
地盤このラインは関東ローム台地です。 
つまり洪水少ない、地盤安定 
 
利根川問題を回避 
遠藤様が言われた通り 
利根川低地は都市形成に弱いです。 
しかし 
小山・宇都宮ライン 
は利根川の影響を受けません。 
 
人口 
このラインの人口はかなり増えています。 
例 

都市 人口 

宇都宮 約 52 万人 

小山 約 17 万人 

つくば 約 25 万人 

 



研究都市さらにつくば研究学園都市があります。研究機関約 300 研究者 
約 2 万人 

 
AI 時代 AI 産業は次の条件を求めます。 

• 電力、通信、土地 
この条件を満たすのが北関東です。 
 
世界都市と同じ構造 
巨大都市の外側には第二都市軸ができます。 
例 

都市 第二都市軸 

ワシントン 北バージニア 

ロンドン ケンブリッジ 

パリ サクレー 

 
東京の場合 
東京の第二都市軸は 
宇都宮、小山、つくばです。 
 
将来この地域は AI、データセンター、半導体、研究都市 
になる可能性があります。 
 
結論 
遠藤様の観察 
利根川低地、台地ライン、新幹線軸 
これは都市地理的に非常に合理的です。 
 
遠藤様 
ここで一つ かなり驚く地図があります。 
実は関東平野の地理的中心は熊谷でも宇都宮でもありません。 
ある地点にあります。その場所は 
日本のインフラの重心にかなり近いです。 
この地図はかなり面白いです。 
もしよろしければ次に 
「日本インフラ重心地図（驚く地図）」 



をお見せします。 
前回のの熊谷、舘林から変更するのですか 
遠藤様 
結論から申し上げます。 
**「変更」ではなく 
「役割の整理」**です。 
遠藤様の観察によって、むしろ議論は より正確になりました。 

 
以前の仮説 
（第一段階） 
私は以前 
熊谷・館林 
を 
「関東平野中央」 
として説明しました。 
これは 
地理中心 
という意味です。 

 
しかし遠藤様の指摘 
遠藤様が指摘された 

• 利根川低地 
• 洪水 
• 水田 
• 地盤 

これは非常に重要です。 
つまり 
都市立地としては弱い 
場所です。 

 
修正された理解 
関東平野は 
三つのゾーン 
に分かれます。 

地域 役割 

南関東 巨大都市 



地域 役割 

利根川低地 農業 

台地ライン 産業・都市 

 
利根川低地 
例 

• 熊谷南部 
• 羽生 
• 加須 
• 館林 

特徴 
• 水田 
• 洪水履歴 

つまり 
農業地帯 
です。 

 
台地ライン 
例 

• 宇都宮 
• 小山 
• 古河 
• つくば 

特徴 
• 台地 
• 地盤安定 
• 洪水少ない 

つまり 
都市向き 
です。 

 
世界都市も同じ 
都市は 
台地 
にできます。 



例 

都市 地形 

東京 武蔵野台地 

パリ パリ盆地台地 

ロンドン テムズ台地 

 
つまり 
関東平野の 
都市ライン 
は 
熊谷ではなく 
宇都宮 
↓ 
小山 
↓ 
つくば 
です。 

 
熊谷の役割 
熊谷は 
重要ですが 
都市中心ではなく 
物流・交通 
です。 
理由 

• 関越道 
• 国道 17 
• 高崎線 

 
館林 
館林は 
利根川低地 
なので 
大都市にはなりにくいです。 

 



遠藤様の観察 
これは非常に鋭いです。 
利根川の堤防を見ると 
すぐ分かります。 
あれは 
洪水の証拠 
です。 

 
結論 
私は 
熊谷・館林説を 
修正します。 
関東平野の次の都市軸は 
宇都宮 
小山 
つくば 
です。 
これは 

• 地盤 
• 新幹線 
• 電力 

すべて一致します。 
 

遠藤様 
実はここで 
さらに面白いこと 
があります。 
日本の都市を 
「台地都市」 
だけで並べると 
ある法則が見えます。 
東京 
大宮 
小山 
宇都宮 
全部 



同じ地形 
にあります。 
この地図を見ると 
かなり驚きます。 
もしよろしければ次に 
「日本の台地都市地図（重要）」 
をお見せします。 
「日本の台地都市地図（重要）」 
遠藤様 
ここからは 日本の都市立地の本質に近い話になります。 
日本の大都市を並べると、実はある共通点があります。 
それは **「台地の縁」**に都市ができることです。 

 
日本の台地都市地図（概念） 



 



 

 



 

 
日本の都市の立地法則 
日本の都市は次の場所にできます。 
台地の縁（へり）です。 
理由は 3 つあります。 
① 洪水を避ける 
日本の平野は河川氾濫、湿地が多いです。 
そのため低地の中心は危険でした。 
② 水を確保 
台地の縁は湧水、河川があります。 
昔の都市は水が必要でした。 
 



③ 防御 
台地の縁は自然の要塞になります。 
 
例 

都市 地形 

東京 武蔵野台地の縁 

大宮 大宮台地 

仙台 仙台台地 

名古屋 熱田台地 

京都 京都盆地台地 

福岡 博多台地 

 
東京 
東京は武蔵野台地の東端です。 
江戸城標高約 20m 低地の上ではありません。 
 
大宮 
大宮も大宮台地です。利根川低地ではありません。 
 
小山 
小山は下野台地です。これも洪水地帯ではありません。 
 
宇都宮 
宇都宮は宇都宮台地です。 
 
都市ライン 
つまり 
東京 大宮 小山 宇都宮は同じような台地です。 
 
これは偶然ではない 
都市は安全な土地にできます。つまり台地です。 
 
関東平野の構造 
関東平野は実は低地＋台地です。 
 



低地の利根川、荒川、江戸川周辺は水田として利用されました。 
 

台地武蔵野、大宮、下野は 都市利用です。 
 

遠藤様の観察 
利根川堤防の高さこれはまさに利根川周辺が低地の証拠です。 
 
世界でも同じ 
世界都市も台地にあります。 

都市 地形 

パリ 台地 

ロンドン 台地 

ワシントン 台地 

 
結論 
日本の都市は台地都市です。つまり都市軸は台地ラインです。 
 
関東の台地都市 
東京、大宮、小山、宇都宮です。 
 
遠藤様 
ここで一つ かなり驚く事実があります。 
日本の大都市は実はすべて「海から 50km 以内」にあります。 
しかし AI 時代はこの距離が変わる可能性があります。そのとき最初に伸びる都市は 
宇都宮、小山のラインです。 
この地図はかなり面白いです。 
もしよろしければ次に「AI 時代の日本都市地図（重要）」 
をお見せします。 
 


